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参考資料－１  深部地盤構造作成検討資料 
 

 

１．目的 

3 次元有限差分法および統計的グリーン関数法による地震動シミュレーシ

ョンに用いる地震基盤（S 波速度 2.9km/s 相当層）以浅の速度構造モデルを

作成することを目的とする。 

 

２．地盤構造作成に用いたデータ 

深部地盤構造作成に用いたデータは、屈折法および反射法探査結果、深井

戸データ、微動アレイ探査結果である（添付資料：既存調査文献参照）。速度

層境界を求める上で使用した既往調査位置図を図 1 から図 6 に示す。 
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図 1 既往人工地震探査結果の読み取りを行なった地点の分布 
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図 2 既往反射法地震探査結果の読み取りを行なった地点の分布 
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図 3 既往微動アレイ探査結果の読み取りを行なった地点の分布 
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図 4 既往重力ﾃﾞｰﾀ解析結果の読み取りを行なった地点の分布



 4

 

129.0 129.5 130.0 130.5 131.0 131.5 132.0 132.5 133.0 133.5 134.0 134.5 135.0 135.5 136.0 136.5 137.0

Bor etc.

30.0

30.5

31.0

31.5

32.0

32.5

33.0

33.5

34.0

34.5

35.0

35.5

36.0

36.5

ボーリングデータその他

 
図 5 深井戸データ等の結果の読み取りを行なった地点の分布 
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図 6 Hi-net および K－NET 観測点位
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３ 速度層境界面の検討 

速度層境界面は、中央防災会議（東海地震に関する専門調査会）の際に

試みたように対象地域の速度構造を P波速度 5.5km/s（S 波速度 2.9km/s）

層（地震基盤）および P波速度 2.1km/s（S 波速度 0.7km/s）（工学的基盤）

に区分することを試みた。 

まず、中央防災会議（東海地震に関する専門調査会）の際に試みた際の

速度層区分が対象地域にも適用可能かを PS 検層結果を用いて検証した。図 

7 に既往 PS 検層結果における P波速度と S波速度の関係を示す。図 7 では

PS 検層の結果を地方毎に分類して表示した。同図を見ると地方による P波

速度と S波速度の関係に大きな差異は見られない。図 7 には中央防災会議

（東海地震に関する専門調査会）の際に設定した P 波速度と S 波速度の関

係を赤点としてプロットした。同図から中央防災会議（東海地震に関する

専門調査会）の際に設定した P 波速度と S 波速度の関係は対象地域におけ

る PS 検層結果ともよく対応しており、本対象地域においても表 1 に示し

た P波速度と S波速度の関係が妥当であると判断した。 

地震基盤面を求める際には、P 波速度が 5.5km/s 前後の速度層を既往人

工地震探査結果から読み取った。その結果、既往文献による P 波速度の平

均値は 5.4km/s となった（図 8）。この速度は、中央防災会議（東海地震に

関する専門調査会）の際の地震基盤面の P 波速度とよく整合した結果とな

った。図 9 には、人工地震探査から読み取った地震基盤上面の深度分布を

示す。表 2には地震基盤として読み取りを行なった既往文献の一覧を示す。

また、図 10 は、PS 検層結果おいて P 波速度が 5.5km/s 前後の速度層の上

面深度のデータをプロットしたものである。 

工学的基盤面（S波速度 0.7km/s 層上面、P波速度 2.1km/s 相当層）に関

しては、PS 検層結果および微動アレイ探査結果を用いて決定した。図 11

には Hi-net観測点およびK-NET観測点においてS波速度が0.7km/sを越え

る速度層の上面深度をプロットした。また、図 12 には微動アレイ探査結

果において S 波速度が 0.6km/s から 0.8km/s の速度層の上面深度分布を示

す。 

地震基盤面と工学的基盤面の間の中間速度層については、P 波速度

3.1km/s 前後の速度層境界と 4.7km/s 前後の速度層境界を人工地震探査結

果や PS 検層結果から読み取り決定した。 

図 13 に深部地盤構造作成の流れを示す。 
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表 1 P 波速度と S 波速度の関係 

P 波速度(km/s) S 波速度(km/s) 

1.8 0.5 

2.1 0.7 

3.1 1.4 

4.7 2.4 

5.5 2.9 

 

Hi-net　P波・S波速度の関係　（中国地方）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

P波速度(m/s）

S
波
速
度
(m
/s
）

Hi-net　P波・S波速度の関係　（九州地方）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

P波速度(m/s）

S
波
速
度
(m
/
s）

Hi-net　P波・S波速度の関係　（四国地方）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

P波速度(m/s）

S
波
速
度
(m
/
s）

Hi-net　P波・S波速度の関係　（関西地方・福井県）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

P波速度(m/s）

S
波
速
度
(m
/
s）

 
図 7 Hi-net 観測点における P波速度と S波速度の関係（青点）、 

赤点：東海地震検討の再に設定した P 波速度と S 波速度の関係 
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図 8 地震基盤層の P波速度分布
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図 9 地震基盤深度分布図
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表 2 地震基盤として読み取りを行なった文献一覧 
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図 10 Hi-net 観測点における P波速度が 5.5km/s 前後の速度層の上面深度分布 
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図 11 Hi-net 観測点および K-NET 観測点における S波速度が 700m/s を越える 

速度層の上面深度分布
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図 12 微動アレイ探査結果による S 波速度 600m/s から 800m/s の速度層の上面深度分布 
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既往調査結果
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・深井戸データ
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速度層区分

中央防災会議（東海地震に関す
る専門調査会）の際に設定した
速度層区分
P波速度(km/s）　S波速度(km/s)
　　2.1　　　　　　0.7
　　3.1　　　　　　1.4
　　4.7　　　　　　2.4
　　5.5　　　　　　2.9　　既往調査結果による速度層の深度

分布（点・測線データ）

地質データ、重力データを参考に
した深度分布データの補間、外挿

速度層の面的な深度分布

 
図 13 深部地盤構造作成の流れ
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図 14 から図 16 に地震基盤以浅の速度構造断面図を示す。図中の柱状図は既存物理探

査結果から得られた速度分布を示している。図 17 から図 20 には地震基盤までの各速度

層の上面標高平面図を、図 21には地表面および海底面標高平面図を示す。図 22から図 25

には各速度層上面の地表面からの深度分布図を示す。また、図 26 から図 38 には軽度 1

度ごとの深部速度構造の俯瞰・断面図を示す。図 39・図 40 には既存調査結果から速度層

境界を読み取りをおこなった地点の分布図を示す。 

22

61

54

149

地表面及び海底面

VS:2.9km/s層上面

VS:2.4km/s層上面

VS:1.4km/s層上面
VS:0.7km/s層上面

福岡県山口県

 

191

49

159

85

山口県島根県

 

図 14 深部地盤構造 

赤：S 波速度 0.7km/s 相当層上面、黄：S 波速度 1.4km/s 相当層上面、緑：S 波速度 2.4km/s 相当層

上面、青：S 波速度 2.9km/s 相当層上面、黒：地表面（海底面） 
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図 15 深部地盤構造 

赤：S 波速度 0.7km/s 相当層上面、黄：S 波速度 1.4km/s 相当層上面、 

緑：S 波速度 2.4km/s 相当層上面、青：S 波速度 2.9km/s 相当層上面、黒：地表面（海底面） 
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図 16 深部地盤構造 

赤：S 波速度 0.7km/s 相当層上面、黄：S 波速度 1.4km/s 相当層上面、 

緑：S 波速度 2.4km/s 相当層上面、青：S 波速度 2.9km/s 相当層上面、黒：地表面（海底面） 
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図 17 深部地盤構造平面図：S波速度 0.7km/s 相当層上面標高 
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図 18 深部地盤構造平面図 

S 波速度 1.4km/s 相当層上面標高 
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図 19 深部地盤構造平面図 

S 波速度 2.4km/s 相当層上面標高 
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図 20 深部地盤構造平面図 

S 波速度 2.9km/s 相当層上面標高 
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図 21 地表面及び海底面標高平面図
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図 22 深部地盤構造平面図 

S 波速度 0.7km/s 相当層上面深度 
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図 23 深部地盤構造平面図 

S 波速度 1.4km/s 相当層上面深度 
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図 24 深部地盤構造平面図 

S 波速度 2.4km/s 相当層上面深度 
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図 25 深部地盤構造平面図 

S 波速度 2.9km/s 相当層上面深度
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図 26 東経 129.5 度断面図 

 

 
図 27 東経 130 度断面図
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図 28 東経 131 度面図 

 

 
図 29 東経 132 度面図
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図 30 東経 133 度断面図 

 

 
図 31 東経 134 度断面図
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図 32 東経 135 度断面図 

 

 
図 33 東経 136 度断面図
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図 34 東経 137 度断面図 

 

 
図 35 東経 138 度断面図
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図 36 東経 139 度断面図 

 

 
図 37 東経 140 度断面図
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図 38 東経 141 度断面図 

 

 
図 39 既存調査結果の読み取りを行なった地点の分布
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図 40 既存調査結果の読み取りを行なった地点の分布 


